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ゴ
ー
ル
変
わ
っ
た

　

２
０
１
７
年
よ
り
一
般
販

売
さ
れ
た
世
界
初
の
歯
周
組

織
再
生
医
薬
品
リ
グ
ロ
ス
・

線
維
芽
細
胞
増
殖
因
子

（Fibroblast growth 
factor-2

）
は
、
間
葉
系
細

胞
、
上
皮
系
細
胞
、
神
経
外

胚
葉
系
細
胞
の
増
殖
・
分
化

の
制
御
に
関
与
し
強
力
な
血

管
新
生
作
用
を
有
し
て
い
る

（
図
１
）。
歯
肉
剥
離
掻
爬

術
を
行
う
際
リ
グ
ロ
ス
を
注

入
す
る
こ
と
で
、
失
わ
れ
た

歯
周
組
織
（
歯
槽
骨
・
歯
根

膜
・
セ
メ
ン
ト
質
）
に
対

し
、
細
胞
の
持
っ
て
い
る
能

力
を
顎
骨
の
中
で
発
揮
さ

せ
、
失
わ
れ
た
機
能
を
取
り

戻
し
歯
周
組
織
を
再
生
さ
せ

る
。
今
ま
で
の
歯
肉
を
切
除

し
歯
槽
骨
も
削
合
し
歯
周
ポ

ケ
ッ
ト
を
浅
く
し
て
清
掃
性

を
高
め
る
こ
と
で
歯
周
病
の

進
行
を
抑
え
る
治
療
か
ら
、

理
食
塩
水
に

て
丁
寧
に
洗

い
流
し
、
し

っ
か
り
止
血

歯
周
組
織
を
ま
と
め
て
増
殖

再
生
す
る
こ
と
で
歯
周
ポ
ケ

ッ
ト
を
浅
く
す
る
治
療
へ
と

ゴ
ー
ル
が
変
わ
っ
た
。

違
う
術
式

　

歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
が
４
㍉
以

上
あ
り
、
３
壁
性
骨
欠
損
、

歯
根
分
岐
部
骨
欠
損
、
歯
間

部
ク
レ
ー
タ
ー
状
骨
欠
損

部
、
歯
根
ロ
ー
ト
状
骨
欠
損

（
４
壁
性
）
部
に
対
し
通
常

の
フ
ラ
ッ
プ
手
術
を
行
う

が
、
今
ま
で
以
上
に
汚
染
セ

メ
ン
ト
質
、
不
良
歯
肉
を
丁

寧
に
除
去
す
る
。
病
的
歯
槽

骨
も
除
去
す
る
が
、
そ
の
際

外
輪
山
的
に
残
る
皮
質
骨
縁

は
で
き
る
限
り
削
合
せ
ず
保

存
す
る
（
図
２
、
３
）。
こ

こ
が
ポ
イ
ン
ト
で
こ
れ
ま
で

と
異
な
る
術
式
と
な
る
。
生

し
た
後
欠
損
部
に
リ
グ
ロ
ス

を
た
っ
ぷ
り
流
し
こ
み
密
封

縫
合
・
パ
ッ
ク
す
る
。
２
週

間
後
に
パ
ッ
ク
除
去
・
抜
糸

を
行
い
経
過
観
察
す
る
。
こ

の
新
た
な
術
式
は
ア
タ
ッ
チ

メ
ン
ト
ロ
ス
を
極
力
抑
え
る

こ
と
も
で
き
る
。

実
践
同
行

　

私
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
３

０
０
人
以
上
の
患
者
に
リ
グ

悩
み
と
期
待

　

現
時
点
で
の
不
安
は
、
歯

牙
と
ア
ン
キ
ロ
ー
シ
ス
を
起

こ
し
て
い
な
い
か
、
咬
合
負

荷
は
い
つ
頃
か
ら
か
け
る
べ

き
か
、
動
揺
歯
牙
固
定
は
術

前
に
や
る
べ
き
か
、
創
面
止

血
は
ど
の
程
度
ま
で
求
め
ら

れ
る
か
、
適
応
症
の
拡
大
範

囲
は
、
な
ど
。
と
も
あ
れ
、

今
後
の
経
過
観
察
が
期
待
さ

れ
る
。
手
術
時
間
は
今
ま
で

の
フ
ラ
ッ
プ
手
術
よ
り
１
・

５
〜
２
倍
を
要
し
採
算
性
は

ロ
ス
投
与
手
術
を
実
施
し
て

い
る
。
一
回
の
手
術
で
１
〜

３
本
の
歯
牙
に
対
し
投
与
す

る
た
め
対
象
歯
牙
は
お
お
よ

そ
６
０
０
本
、
リ
グ
ロ
ス
購

入
金
額
も
約
６
０
０
万
円
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
副

作
用
を
含
む
ト
ラ
ブ
ル
は
一

切
な
く
、
押
し
な
べ
て
歯
槽

骨
の
増
殖
を
認
め
（
Ｘ
―
Ｐ

チ
ェ
ッ
ク
）、
歯
牙
の
動
揺

も
軽
減
す
る
こ
と
が
わ
か

低
く
な
る
。
リ
グ
ロ
ス
代
金

は
２
万
円
（
６
０
０
㎍
）
と

高
く
、
保
険
導
入
さ
れ
て
は

い
る
が
２
０
０
０
点
で
薬
価

差
益
は
０
円
。
患
者
の
負
担

も
今
ま
で
の
手
術
代
金
に
比

べ
約
４
倍
と
な
る
の
が
難
点

で
あ
る
（
図
６
）。

リ
グ
ロ
ス
塾

　

実
施
症
例
の
ほ
ぼ
全
て
で

歯
周
組
織
が
再
生
す
る
現
実

を
見
る
と
、
医
療
人
と
し
て

〝
わ
く
わ
く
〞し
て
く
る
。
し

か
し
、「
リ
グ
ロ
ス
」
を
用

る
。
術
後
１
週
間
後
に
は
初

期
硬
化
・
繊
維
結
合
組
織
の

形
成
促
進
が
始
ま
り
、
２
カ

月
歯
槽
骨
形
成
促
進
が
一
気

に
進
む
（
図
４
、
５
）。
リ

グ
ロ
ス
は
１
年
６
カ
月
か
け

歯
根
膜
、
セ
メ
ン
ト
質
、
歯

槽
骨
の
再
生
及
び
結
合
組
性

付
着
形
し
、
歯
周
組
織
再
生

す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
今

後
の
経
過
観
察
が
期
待
さ
れ

る
。

い
た
歯
周
組
織
再
生
術
は
歯

肉
剥
離
掻
爬
術
を
必
要
と
す

る
が
、
手
慣
れ
て
い
な
い
歯

科
医
師
が
多
い
。
ま
た
患
者

さ
ん
も
歯
周
外
科
手
術
の
経

験
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、

せ
っ
か
く
の
新
医
療
技
術
も

勧
め
づ
ら
い
。
適
応
拡
大
や

対
応
医
療
機
関
が
増
え
、
症

例
数
が
増
え
れ
ば
薬
剤
単
価

は
下
が
る
傾
向
に
あ
る
。
患

者
の
た
め
に
、
一
人
で
も
多

く
の
歯
科
医
師
が
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
と
ス
タ
デ
ィ
グ
ル

ー
プ
「
わ
く
わ
く
リ
グ
ロ
ス

塾
」
を
立
ち
上
げ
た
。

　

人
生
は
順
調
な
時
も
あ
れ

ば
、
困
難
な
時
も
あ
る
。
困

難
な
局
面
を
自
分
一
人
で
生

き
抜
く
の
も
良
い
が
、
さ
ら

に
自
分
を
含
め
た
組
織
全
体

で
乗
り
越
え
る
方
が
賢
明
、

得
策
で
あ
ろ
う
。
社
会
の
つ

な
が
り
の
中
、
多
く
の
仲
間

の
存
在
は
あ
り
が
た
い
。
仲

間
と
言
っ
て
も
そ
れ
ぞ
れ
が

皆
、
一
人
ひ
と
り
に
個
性
が

あ
り
、
個
人
々
々
が
尊
重
さ

れ
て
こ
そ
協
力
が
得
ら
れ

る
。
お
互
い
の
こ
こ
ろ
の
扉

を
ど
う
し
て
開
く
か
で
あ

る
。

　

ブ
ッ
ダ
と
キ
リ
ス
ト
の
生

涯
は
対
照
的
で
あ
る
。
ブ
ッ

ダ
は
王
家
の
生
ま
れ
で
将

来
、
偉
大
な
王
と
の
周
囲
の

渇
望
を
棄
て
出
家
。
大
樹
の

も
と
精
神
を
集
中
、
瞑
想
。

悟
り
を
開
く
。
七
十
九
歳
と

か
な
り
の
高
齢
で
涅
槃
に
入

る
。
生
老
病
死
の
煩
悩
を
消

し
、
自
分
自
身
の
誤
っ
た
見

解
を
捨
て
、
こ
の
世
の
有
り

様
を
客
観
的
、
合
理
的
に
見

て
修
行
す
る
「
八
正
道
」
を

説
く
。

　

イ
ン
ド
に
は
出
家
し
た
僧

侶
の
組
織
、
サ
ン
ガ
が
あ

る
。
物
欲
、
出
世
欲
等
で
渦

巻
く
世
間
を
捨
て
た
仲
間
た

ち
は
、
同
じ
目
標
に
向
か
う

こ
と
に
よ
っ
て
、
自
己
執
着

と
い
う
こ
こ
ろ
の
壁
が
消
え

る
そ
う
で
あ
る
。

　

キ
リ
ス
ト
の
生
涯
は
伝
説

的
で
あ
る
。
ヨ
セ
フ
と
マ
リ

ア
の
も
と
救
世
主
と
し
て
誕

生
。
受
胎
告
知
、
聖
母
像
、

布
教
活
動
…
…
。
最
後
の
晩

餐
、
十
字
架
で
の
最
後
、
復

活
は
聖
書
や
数
多
の
美
術
作

品
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。

　

カ
ト
リ
ッ
ク
教
神
父
の
本

田
哲
郎
さ
ん
は
、
聖
書
の
中

の
イ
エ
ス
の
言
葉
の
真
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
説
い
て
い

る
。「
信
仰
」
と
は
信
じ
た

通
り
に
行
動
を
起
こ
す
こ

と
、「
愛
す
る
」
と
は
相
手

を
尊
敬
し
、
そ
の
人
ら
し
く

生
き
る
こ
と
を
願
い
、
そ
の

人
を
大
切
に
す
る
こ
と
で
あ

る
、
と
。
表
題
の
テ
ー
マ
で

思
い
を
巡
ら
し
て
い
る
時
、

『
月
刊
保
団
連
』
11
月
号
、

渡
辺
考
著
「
ま
な
ざ
し
の

力
」、
第
11
回
本
田
哲
郎

「
大
切
な
も
の
は
何
」
の
中

の
一
節
に
出
会
っ
た
。
私
の

求
め
て
い
る
の
は
正
に
こ
れ

だ
と
感
銘
を
受
け
た
。

　

フ
グ
に
よ
る
中
毒
事
件
を

聞
か
な
く
な
っ
て
か
ら
久
し

い
。
今
で
は
、
う
っ
か
り
手

抜
き
調
理
で
販
売
し
た
だ
け

で
大
ニ
ュ
ー
ス
に
な
る
。

　

か
つ
て
は
「
毒
も
薬
も
量

次
第
」
と
土
地
の
業
者
や
顧

客
の
経
験
を
頼
り
に
、「
痺

れ
る
程
度
の
が
う
ま
い
」
と

い
う
「
通
」
が
い
て
、
数
年

に
一
度
く
ら
い
の
頻
度
で
死

者
が
出
た
。

　

フ
グ
毒
の
主
成
分
テ
ト
ロ

ド
ト
キ
シ
ン
は
、
呼
吸
や
感

覚
の
麻
痺
を
起
こ
す
か
ら
、

し
ば
ら
く
は
棺
桶
の
釘
を
打

た
ず
に
様
子
を
見
て
い
た
。

昔
は
「
あ
の
世
の
玄
関
あ
た

り
は
見
て
き
た
」
と
言
う
の

が
自
慢
の
長
老
が
町
内
で
一

人
や
二
人
は
い
た
。
ち
な
み

に
11
〜
12
歳
の
こ
ろ
、
私
の

隣
家
は
漁
師
だ
っ
た
。

　

毒
を
有
す
る
フ
グ
は
種
類

に
も
よ
る
が
、
同
種
の
フ
グ

で
も
個
体
差
で
毒
の
量
は
違

う
。
ヒ
ト
と
同
様
に
口
の
卑

し
い
フ
グ
も
い
て
、
海
中
の

有
毒
微
生
物
を
小
魚
経
由
で

食
べ
る
。
そ
の
上
、
タ
フ
な

奴
は
自
分
は
死
に
も
せ
ず
自

己
体
内
に
そ
の
毒
を
大
量
に

溜
め
込
む
。
そ
の
卵
巣
と
肝

臓
は
特
に
危
険
で
あ
る
。
こ

の
フ
グ
毒
の
テ
ト
ロ
ド
ト
キ

シ
ン
の
鎮
痛
や
麻
酔
の
効
果

を
医
療
に
活
用
で
き
る
と
の

研
究
発
表
を
読
ん
だ
こ
と
が

あ
る
。
確
か
筑
波
研
究
学
園

都
市
に
移
転
し
た
ば
か
り

（
１
９
７
３
年
）
の
筑
波
大

学
の
若
い
研
究
者
の
論
文
だ

っ
た
と
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
記

憶
し
て
い
る
。

　

あ
る
時
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
学
生
に
私
が
「
俺
の
一

番
好
き
な
食
べ
物
は
何
と
思

う
か
」
と
聞
い
た
ら
「
日
本

人
だ
か
ら
フ
グ
だ
ろ
う
」
と

即
答
し
た
の
に
は
こ
ち
ら
が

驚
い
た
。
訳
を
聞
く
と
、
テ

レ
ビ
の
「
世
界
の
奇
習
」
み

た
い
な
ク
イ
ズ
番
組
で
や
っ

て
い
た
そ
う
だ
。

　

フ
グ
は
、
カ
ニ
や
牡
蠣
と

並
ん
で
冬
の
高
級
食
材
で
あ

り
、
酒
に
良
く
マ
ッ
チ
す

る
。
私
の
若
い
頃
で
は
、
め

っ
た
に
口
に
入
ら
な
か
っ

た
。
技
術
と
流
通
の
革
新
で

フ
グ
く
ら
い
た
ら
ふ
く
食
べ

れ
る
時
代
に
な
っ
た
が
、
私

の
多
数
歯
欠
損
の
床
義
歯
で

は
無
理
、
酒
も
僅
か
２
杯
で

排
尿
困
難
に
な
る
。
そ
れ
も

長
生
き
し
た
た
め
だ
か
ら
文

句
は
言
え
な
い
。

わくわくリグロス
―最新歯周組織再生医療の取り組み―

図１　塩基性線維芽細胞増殖因子

図２　皮質骨はできるだけ残す 図３　リグロスをたっぷり流し込む

図４　右下６番歯根端切除術当日 図５　オペ後２カ月歯槽骨形成が
進む　　　　　　　

図６　高い患者さん負担額

保険点数 購入費用 ３割負担 ２割負担 １割負担

FOp
１歯につき 630点 1,890円 1,260円 630円

リグロス
（600μg） 2,025点 20,250円 6,075円 4,050円 2,025円

患者さん
負担額 2,655点 7,965円 5,310円 2,655円

　

き
ょ
う
ど
う
歯
科
グ
ル
ー
プ
（
本
部
：
東
京
都
渋
谷

区
）
で
は
、
３
０
０
人
以
上
の
患
者
に
リ
グ
ロ
ス
投
与

手
術
を
実
施
し
て
き
た
。
同
グ
ル
ー
プ
理
事
長
で
「
わ

く
わ
く
リ
グ
ロ
ス
塾
」
塾
長
の
藤
野
健
正
氏
に
投
稿
し

て
も
ら
っ
た
。

スタディグループ 　　　
「わくわくリグロス塾」塾長

藤野　健正

会 

員 

投 

稿


